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今泉芳孝・教授 日本HTLV-1学会評議員 日本HTLV-1学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

今泉芳孝・教授 日本血液学会評議員 日本血液学会

今泉芳孝：HTLV-1感染における検査の進歩　ATL発症診断と治療. 日本臨床検査医学会誌 72(5): 425-430, 2024.
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臓器統合制御学分野
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

その他
 非常勤講師

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

今泉芳孝・教授 非常勤講師（血液学） 活水女子大学

今泉芳孝・教授 NHO共同研究費 分担

80歳以上未治療びまん性大細胞型B細胞リンパ
腫に対するポラツズマプメドチン+R-miniCHP
療法の有効性と安全性を検証する他施設共同
非盲検無対照試験

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

今泉芳孝・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

革新的がん医療実用化研究事業
成人T細胞白血病/リンパ腫の治療を目指した
HTLV-1ウイルス標的樹状細胞ワクチン療法の
確立
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